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鉄道用アプリケーションソフトウェア 

デジタル動揺計用 軌道管理ソフトパック／W0048 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動揺計／W0031A／W0051A は公益財団法人鉄道総合技術研究所が開発し 

有限会社ﾜｯﾄｼｽﾃﾑがﾗｲｾﾝｽ契約を結び製造販売しています。これらの装置 

で鉄道車両の乗り心地を簡単に測定と解析が出来ます。乗り心地解析ｿﾌﾄ 

などは、主に車両検修・車両管理に応用するｸﾞﾙｰﾌﾟが標準で付属されてい 

ます。軌道管理ｿﾌﾄﾊﾟｯｸ／W0048 は、このﾃﾞｼﾞﾀﾙ動揺計で収録したﾃﾞｰﾀを 

使い、軌道管理に応用するｿﾌﾄｳｪｱｸﾞﾙｰﾌﾟが含まれています。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動揺計／W0031A 

■ 包含ソフトウェア一覧 
  

距離・速度情報生成ﾂｰﾙ 

SpeedAdd 

走行ｼﾞｪﾈﾚｰﾀの信号を W0031A の外部入力に記録するか、速度発電機信号

を W0031A の外部入力に記録するか、GPS ﾃﾞｰﾀを並行記録するか、FV 変換

信号を入力することで、距離・速度情報を追加生成します。ﾃﾞｰﾀ構造を４列

CSV から５列 CSV に変換します。 

 著大値ﾘｽﾄ・乗り心地線図 

解析 

PickupList 

5 列 CSV ﾃﾞｰﾀを元に、峡帯域ﾌｨﾙﾀｰ処理を行ない帯域毎に基準値を超える

波高値・周波数・速度・ｷﾛ程を求めﾘｽﾄｱｯﾌﾟします。 

そのﾃﾞｰﾀを規定の EXCEL ﾜｰｸｼｰﾄに転送することで、乗り心地線図解析ｸﾞﾗﾌ

（散布図）が得られます。 

  

距離軸変換ﾂｰﾙ 

Dsample 

速度発電機信号を W0031A の外部入力に記録するか、GPS ﾃﾞｰﾀを並行記録

するか、FV変換電圧を記録することで、距離軸に変換出来ます。GPSﾃﾞｰﾀの

場合は 1m ｻﾝﾌﾟﾙに、速度発電機信号の場合はｸﾛｯｸﾚｰﾄでｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞされま

す。尚、動揺波形は事前にﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀｰﾂｰﾙを使い 5Hz ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰで帯域

を制限しておきます。ﾌｨﾙﾀｰｿﾌﾄは W0031A に付属してます。 

 5 列 CSV データ用 

動揺チャート 

Dchart５ 

５列 CSV データの動揺波形を表示します。任意区間の切り取り編集が出来ま

す。 

 

 

■ 距離・速度情報生成ﾂｰﾙ／SpeedAdd 

ｷﾛ程情報を収録するには、速度発電機信号を入力するか、GPS ﾛｶﾞｰを

併用するか、FV 変換信号を記録するかの方法があります。 

＜お断り＞GPS は航法衛星から受信するｼｽﾃﾑで、ﾄﾝﾈﾙや構造物で受

信が遮られる区間では使えません。 

又、GPS ｾﾝｻｰﾓｼﾞｭｰﾙの速度演算機能上、急激な加速・減速区間では

距離軸に 10m 程度のﾑﾗが生じる場合があります。但し総延長距離 

測定誤差は GPS ｾﾝｻｰﾓｼﾞｭｰﾙの仕様に準じます。 

入力ﾌｧｲﾙ：4 列 CSV（前後、左右、上下、外部） 

但し、TACHO 時は外部信号、FV 時も外部信号、 

GPS は GPS16Hvsdata ﾛｸﾞﾌｧｲﾙを参照 

出力ﾌｧｲﾙ：4 列 CSV（前後、左右、上下、速度） 

       ：5 列 CSV（前後、左右、上下、速度、距離） 

GPS 

TACH

 

FV 



 

 

乗り心地解析は EXCEL で！ 

製造元 URL http://wattsystem.com/ 

〒365-0041 埼玉県鴻巣市小松 4丁目 2 番 27 号 B101  tel/fax 048-541-9551 e-mail sales@wattsystem.com 
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■ 著大値リスト・乗り心地線図解析／PickupList 

著大値ﾘｽﾄは、閾値を与えそれを超過した動揺波形（全振幅値 2a）を検出し、波高値(2a G)、周波数(Hz)、ｷﾛ程(km)、速度

(km/h)を検出しﾘｽﾄｱｯﾌﾟします。同時に、乗り心地線図解析は、著大値ﾘｽﾄで得られたﾃﾞｰﾀを元に周波数（Hz）対 加速度（1a 

G）の散布図にｸﾞﾗﾌ化します。著大値の発生箇所とその乗り心地係数が一目で判断できます。 

 

速報 

EXCEL

■ 距離軸変換ﾂｰﾙ／Dsampling (財)鉄道総合技術研究所ｻﾎﾟｰﾄ 軌道保守管理ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ/ﾏｲｸﾛﾗﾎﾞｯｸｽへの移行 

ﾏｲｸﾛﾗﾎﾞｯｸｽｼｽﾃﾑに移行出来るように、時間ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞで収録したﾃﾞｰﾀを距離軸に変換するﾂｰﾙで

す。それには、速度発電機信号・ＦＶ信号を記録するか GPS ﾛｶﾞｰで併用記録する必要がありま

す。距離軸に変換するとﾃﾞｰﾀ長が短くなり、EXECL でも扱えるようになりｸﾞﾗﾌや解析が有効に活用

出来ます。＜お断り＞GPS は航法衛星から受信するｼｽﾃﾑで、ﾄﾝﾈﾙや構造物で受信が遮られる場

所では使えません。又、GPS ｾﾝｻｰﾓｼﾞｭｰﾙの速度演算上、急激な加速・減速区間では距離軸に

10m 程度のﾑﾗが生じる場合があります。但し総 

延長距離精度は GPS ｾﾝｻｰﾓｼﾞｭｰﾙに準じます。この 

技術は(財)鉄道総合技術研究所と共同特許出願中です。 

入力ﾌｧｲﾙ ：4 列 CSV（前後、左右、上下、外部） 

但し、TACHO、FV 時は外部入力信号、GPS は GPS16Hvsdata ﾛｸﾞﾌｧｲﾙを参照します。 

出力ﾌｧｲﾙ ：1 列 CSV（前後、左右、上下、外部、速度、Kdt） 

        ：5 列 CSV（前後、左右、上下、外部、速度） 

TACHO 

GPS 

乗り心地線図解析

著大値ﾘｽﾄ 

丸解析 

※丸解析は、車両振動の固有振動数と固有

波長の交差点を見付けるもので、高速度域に

重なると振動が強調されるため避ける必要が

あります。 

販売店 

FV 

 

変換後の 5 列 CSV ﾃﾞｰﾀの波形 

を表示します。切取編集も可能 

です。 

■ 動揺ﾁｬｰﾄ／Dchart5 


